
1．は じ め に

ライフインテリジェンスとオフィス情報システム
（LOIS : Life Intelligence and Office Information Sys-
tems）研専は，オフィス業務の効率化を目指すシステ
ム開発等を目的に昭和 61（1986）年にオフィスシステ
ム（OS）として発足し，30 年が経過した．以下，現在
に至るこれまでの経緯及び研究状況等について述べる．

2．LOIS 研専の経緯(1)

OS 研専の発足にあたって，日本電信電話株式会社研
究所の釜江尚彦博士と大阪大学の故真田英彦元教授の御
尽力によるところが大きい．発足当時の昭和 60 年代は，
日本語ワードプロセッサやプリンタなどが開発され文書
作成・蓄積技術などを中心にオフィスにおける電子化・
自動化等を目指してオフィス・オートメーション
（OA）学会で研究されていた．更にオフィスの各種機
器を接続する通信系システム等の研究の必要性が認識さ
れ，電子通信学会にも上記両氏が中心になってOS 研専
が設立された．このOS 研専設立当初は，オフィスにお
けるシステム等が主な対象であったが，アプリケーショ
ンも考慮してソフトウェアや情報関連も含めた発表の場
を提供するため，平成 14 年にオフィスシステム（OFS）
研専からオフィスインフォメーションシステム（OIS）
研専と名称変更された．更に，インターネットの普及と
ともに学生や一般ユーザによるシステム開発や保守・運
用などが行われるようになり，その議論や発表の場を提
供するため平成 21 年にライフインテリジェンスとオ
フィス情報システム（LOIS）研専と名称変更された．
これに伴いライフログやセキュリティなども議論される
ようになり，研究会の活性化が一層進んで現在に至って
いる．

3．LOIS 研専の研究状況と特徴

LOIS 研究会は，毎年 6 回の奇数月に開催される研究
会と 9月の情報処理学会との共催によるソサイエティ大
会である情報科学技術フォーラム（FIT）及び 3 月の総
合大会の計 8 回が開催されている．LOIS 研究会で取り
扱われる分野のキーワードは，研専の HP(2)に記されて
いるように，ライフログ，オフィスモデル，コミュニ
ケーション，データマイニング，システムアーキテク
チャ，ネットワーク，セキュリティ，ヒューマンインタ
フェース，その他のアプリケーションである．これら
は，基本の要素技術からアプリケーションの応用技術ま
で広範囲にわたっている．したがって，毎年 3 月は
LOIS 研専単独で開催しているが，ほかの月は他ソサイ
エティの研専だけでなく，情報処理学会や電気学会など
他学会の研究会と合同で開催しており，毎年 70～100 件
程度が発表されている．なお，総合大会や FIT でも平
均 30 件以上が活発に発表されている．また，和文論文
誌 D にはオフィス関連の特集号が過去 5 回発行されて
おり，本年は初めて英文論文誌の特集号が 10 月に発行
される予定である．以上のように，LOIS 研専は時代と
ともに名称や取扱い範囲の変更を重ねながらも変化する
技術に対応して着実に発展を続けている．
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